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フランス語会話のための新しいパターンプラクティス
井上　美穂
1．本論の目的
　フランス語は、ほとんどの学生が、大学に入って初めて学習する言語である。しかも
第二外国語で、週に2回しか授業がない場合が大勢を占める。このような制約のもとで、
フランス語で学生同士が会話を行うためには、授業に何らかの工夫が必要である。この
工夫として本論で提案したいのが、「新しいパターンプラクティス」である。
　まず第2章で、従来のパターンプラクティスの長所と短所を分析する。この分析を基
に短所を修正し、新たに考案した新型のパターンプラクティスを第3章で紹介する。第
4章では、新しいパターンプラクティスを使った場合、授業時間のどの程度を会話作業
に振り向けられるかを実際に測定した実験結果を提示する。以上の過程を経て、新しい
パターンプラクティスの効用を示すのが、本論の目的である。
2．従来のパターンプラクティス
2ユパターンプラクティスとは
　パターンプラクティスとは、「モデルとなる文の模倣・反復練習（mimicry　and
memorization）をした後で、教師の指示（cue）に従って、モデルの構成要素を入れ替
えたり、拡張したりして行う文型練習」を指す。t）以下に例を示す。
教師：Je　vais　au　restaurant．
学習者のリピート：Je　vais　au　restaurant．
教師の指示：Ecole。
学習者の答：Je　vais　a　l’6cole．
教師の指示：Bibliotheque．
学習者の答：Je　vais　a　la　bibliotheque．
パターンプラクティスは、Oral　ApProach（別名Audiolingual　Method）という教授法
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で使われた。Oral　Approachの言語学習理論では、言語の学習を習慣の形成としてとら
えている。そして、「外国語の学習とは、新出事項という刺激（stimulus）に対して学
習者が反応（response）し、その反応が適切なものであれば教師がそれを正しいと認め、
またはほめることで反応が強化（reinforce）され、習慣を形成していくものである」と
している。2）つまり、「言語の構造のpatternをひとつひとつ繰り返して練習し、自動的
に口をついてでるように訓練するべきであると考え」たのである。3）
2．2．従来のパターンプラクティスの短所
　パターンプラクティスは高い評価を受け、世界中に広まった。日本でも「戦後から
1970年代の半ば頃まで実践されていた」4｝が、次第にその欠点が指摘されるようになっ
た。白畑他（2002）は、次の欠点をあげている。5）
欠点1．「構造偏重で機械的な練習が多く、学習者の興味を失わせ」る。
欠点2．「実際の場面で言語を使用する能力が十分伸びない。」
　まず一番目の欠点であるが、これはパターンプラクティスがもっぱら「正しい形
bonne　forme」を教えるために使われた練習法である点に原因がある。同じ構造をした
表現を繰り返し練習し、正しい形を言っているだけで良いわけで、学習者は自分の言っ
ている表現の意味を考える必要がない。従って、練習が機械的になり、単調さが生まれ
てしまうのである。例えば上記の例“Je　vais　a　la　bibliotheque．”では・bibliothequeが
「子音文字で始まる女性名詞である」ことさえ認識していれば答えられる練習であり、
それが「図書館」を示すという意味を認識する必要がないのである。この欠点を克服す
るために、新型パターンプラクティスでは、学習者が必ず意味を考えながら発話するよ
うに工夫した。詳しくは、3章で述べる。
　次に二番目の欠点だが、せっかく正しい形を授業で言えるようになっても、それをど
の場面で使ったらよいのかという学習がなされなかったのである・例えば上記の例“Je
vais　au　restaurant．”に“Tu　viens　avec　moi？”を組み合わせれば、フランス人の友だち
をレストランに誘うことができるといったような学習が行われなかったために、学習者
は“Je　vais　au　restaurant．”という正しい表現を知っていながら・肝心の時に適切な表
現で相手を誘えないという問題点があったのである。この欠点を補うために、新型パタ
ーンプラクティスでは、状況設定を行ってから練習を始めるようにした。こちらも詳し
く3章で述べる。
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2．3．従来のパターンプラクテイスの長所
　以上の2つの短所があったにもかかわらず、パターンプラクティスが世界中で使われ
たのは、それに大きな長所があったからである。その長所とは、何回も同じ構造を口頭
練習することにより、その構造を学習者に習慣づけることができた点である。勿論、そ
の構造を長期にわたって覚えておくことは難しいかもしれないが、少なくともその日の
授業が終わった時点では、ほぼ暗記状態に到達できていると考えられる。
　従来のパターンプラクティスは、この暗記状態に到達した時点で授業を終了してしま
っていた点にが問題ある。この暗記状態を利用すれば、2人の学習者同士で、文字情報
にたよらず、正しい形を使って会話を行うことが可能なのである。
3．新型パターンプラクティス
3，1．3つの改善点
　2．2．章で述べた欠点を補いつつ、しかも2．3．章の長所を生かした新型のパターンプラク
ティスを開発した。新型パターンプラクティスには、以下の3つの改善点が盛り込まれ
ている。
改善点1．練習では、「形」だけでなく、「意味」も必ず取り扱う。
改善点2．テープレコーダー相手に練習するだけでなく、必ず人間同士での会
　　　　話を行う。
改善点3．まず会話が行われる状況を設定してから、練習を開始する。
　改善点1と2は、「構造偏重で機械的な練習が多く、学習者の興味を失わせる（2．2章
の欠点1）」という問題点を解決するためである。そして改善点3は、「実際の場面で言語
を使用する能力が十分伸びない（22章の欠点2）」という問題点を補うためのものであ
る。次章で、新型パターンプラクティスの具体例を紹介しながら、これらの改善点を解
説する。
3．2．複合過去に関する例
　付録の教材「複合過去（2）応用」をご覧いただきたい。6）この教材を使って、次の
手順で授業が行われた。
手順1　教員が練習II．1．の指示文を読み、問題を説明する。
手順2　学生が練習II。1．の（）に過去分詞を書き入れる。
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手順3：教員が練習IL　1．の答え合わせと解説を行う。
手順4：学生が練習IL2．の筆記問題を行う。
手順5：教員が練習IL2．の答えあわせと解説を行う。
手順6：教員が練習II。3．の指示文を読み、問題を説明する。
手順7：練習II．3．のパターンのテープを聞く。
手順8：パターンのリピートを行いながら、教員がパターンの会話の意味を説明する。
手順9：学生2人でペアを組み、全員一斉にパターン練習を行う。まずBoirotと
　　　　M．Martinの会話練習を行う。次にBoirotとMme　L60n、そしてBoirotとM．
　　　　et　Mme　Cartonの会話練習を行う。学生は、教科書のどこを参照しても構わな
　　　　いo
手順10：教員の後について、BoirotとM，　et　Mlne　Cartonの会話のリピート練習を行う。
　　　　その際に教員は、主語がnousに、助動詞がsom皿esに変わるなどの解説を加
　　　　える。
手順11：教員が黒板にパターンの一部分を書く（下参照）。学生は教科書は見ずに、黒
　　　　板だけを見ながら教員の後についてリピート練習を行う。
　　　　板書内容：Boirot：On　sait　que＿
　　　　　　　　　　　　　Aquelle　heure＿？
　　　　　　　　　容疑者：Je…
手順12：再び学生2人でペァを組み、全員一斉にパターン練習を行う。ただし今回学生
　　　　が参照してよいのは黒板と、教科書の（1）～（6）の絵と文字だけで、教科
　　　　書の完全版パターンを見てはいけない。つまり、会話のヒントとなる情報が、
　　　　手順9の時よりも少なくなるのである。
手順13：教員が黒板にヒントを書く　（下参照）。学生は教科書は見ずに、黒板だけを見
　　　　ながら教員の後についてリピート練習を行う。
　　　　板書内容：Boirot：On　sait　que＿
　　　　　　　　　　　　　Aquelle　heure＿？
　　　　　　　　　容疑者：Je．．．
　　　　　　　　　到着M．M　5：00，　Mme　L　5：10，　M．　et　Mme　C　5：20
　　　　　　　　　入室M．M　5：10，　Mme　L　5：20，　M，　et　Mme　C　5：30
　　　　　　　　　退室M．M10：00，　Mme　L10：10，　M．　et　Mnle　C　10：20
　　　　　　　　　出発MM　10：10，　Mme　L　10：20，　M．　et　Mme　C　10：30
　　　　　　　　　帰宅M．M　11：00，　Mme　L　11：10，　M．　et　Mme　C　11：20
手順14：再び学生2人でペアを組み、全員一斉にパターン練習を行う。ただし今回学生
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が参照してよいのは黒板だけで、教科書を見てはいけない。つまり、会話の
ヒントとなる情報が手川頁12よりもさらに減少し、メモ程度の筋書きを見なが
ら2人で会話することになる。
3．3．改善点の検証
　まず、「改善点1．練習では、形だけでなく、意味も必ず取り扱う」点についてだが、
上記の問題には6枚の一連の絵があり、ストーリーを成している。学生は、容疑者たち
の一連の行動を頭に思い描きながらパターン練習をするので、必ずそこには意味が介在
する。従って、改善点1は具体的に実現されていると言える。
　次に、「改善点2．テープレコーダー相手に練習するだけでなく、必ず人間同士での会
話を行う」点についてだが、上記の手順9，12，14のパターン練習は学生2人がペアにな
って行うので、この改善も実現されている。
　最後に、「改善点3．まず会話が行われる状況を設定してから、練習を開始する」点で
あるが、上記の練習は名探偵が昨日の行動について容疑者に質問するという状況が明確
に設定されている。従って改善点3も、実現されている。勿論、学生が容疑者を聴取す
るという状況は現実にはあり得ないが、類似の状況はEI常でも起こりえる。例えば、友
達に昨日何をしたかを詳しく尋ねるという状況などである。
4．実験：授業時間に占めるロ頭練習の割合
4．1．実験の手順
　新型パターンプラクティスを使った場合、授業時間のどの程度の割合を口頭練習に使
うことができるのかを、実際の授業で測定した。測定対象となったクラスは、学習院女
子大学2003年度初級フランス語の後期の授業5回である。11月26日、12月1日、12月4
日、12月8日、12月10日、以上5回の授業をテープに録音し、後日それを聞いて練習内
容を分析した。
42。データの分析
　3．2．章の手順1～14を例にとって分析方法を説明する。まず、11月26Eiの授業で行わ
れた手順1～14を練習形態によって分類し、各々に費やした時間を示したのが表1であ
る。
　表1をもとに、練習形態別に合計時間を計算したのが、表2である。表2は、約33分
の学習時間のうち、914秒をペアのパターン練習に、333秒をリピートに、182秒を説明
付リピートに、32秒をテーフ゜を聞くために、257秒を教員による説明に、そして254秒を
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表1：複合過去学習の時間内訳
手順 練習内容 費やした@秒数 練習形態
1 教員による練習II．1．の説明 55 教員の説明
2 学生による筆記練習II．1． 89 筆記練習
3 教員による練習IL　1．の解説 68 教員の説明
4 学生による筆記練習II．2． 165筆記練習
5 教員による練習II．2．の解説 100教員の説明
6 教員による練習IL3．の説明 34 教員の説明
7 パターンのテープをきく 32 テープを聞く
8 説明を交えたパターンのリピート練習7） 182説明付リピート
9 学生同士でパターン練習（全て参照可） 350ペァでパターン練習
10 教員の後についてパターンのリピート練習 111 リピート
11 教員の後についてパターンのリピート練習 145 リピート
12 学生同士でパターン練習（ヒントの制限あり） 334ペアでパターン練習
13 教員の後についてパターンのリピート練習 77 リピート
14 学生同士でパターン練習（板書だけをヒントに） 230ペアでパターン練習
表2：練習形態別の合計時間
練習形態 合計秒数
ペアでパターン練習 914
リピート 333
説明付リピート 182
発音練習8） 0
テープを聞く 32
教員の説明 257
筆記練習 254
学習全体にかかった時間 1972秒（約33分）
学生による筆記練習に費やしたことを表している。
　ただし表2は、複合過去学習ための3つの練習問題（問題ILI．，　II．2．，　II．3．）に使われた
約33分の内訳を示しているだけである。実際の11月26日の授業は約90分であり、これ以
外の練習問題の測定結果も加えると、グラフ1のような内訳になる。グラフ1は、約90
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分の授業時間のうちの、29％がペアのパターン練習に、15％がリピートに、5％が説明
付リピートに、1％が発音練習に、別の1％がテープを聞くために、28％が教員の説明
に、そして21％が学生による筆記練習に使われたことを示している。
　　　　　　　　　　　グラフ1：11月26日の授業の時間内容
28％
1％
5％
■ペアでパターン練習
■リピート
■説明付リピート
■発音練習
騒テープを聞く
口教員の説明
■筆記練習
　同様にして他の4回の授業時間の内訳も測定し、5回の授業全てのデータを合計して
その内訳を示したのが、グラフ2である。
　　　　　　　　　　　　グラフ2：5回の授業の時間内容
　　　　　　　ll％
22％
1％
ll％ 15％
％ ■ペアでパターン練習
■リピート
■説明付リピート
■発音練習
團テープを聞く
口教員の説明
口筆記練習
4．3．考察
　グラフ2において、「ペアでパターン練習」「リピート」「説明付リピート」「発音練習」
は、すべて口頭練習にあたる。「ペアでパターン練習」には授業時間の36％、「リピート」
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には15％、「説明付リピート」には11％、「発音練習」には4％を費やしているので、合
計で66％の時間を口頭練習に使っていたことがわかる。
　一般に、大学で「会話」と銘打った授業でも、実際には「教員による説明」「筆記練
習」「ききとり」が多くなってしまうことがある。また、教員が学生を指名して答えさ
せる時、他の学生にとってはそれが待ち時間となってしまう場合があり、各学生が口頭
練習の実践に割いている時間はかなり少ないのではないかと推察される。このような現
状を考えると、66％、つまり授業時間の2／3を口頭練習に使える新型パターンプラクテ
ィスは、「会話」の授業に効果的な練習法であると言うことができる。
5．結論
　第二外国語フランス語には時間的制約がある。その状況下で有効な会話授業を行うた
めに、「新型パターンプラクティス」という練習法を提案した。「新型パターンプラクテ
ィス」は、従来のパターンプラクティスの長所を生かしつつ、その欠点を補う形で考案
されたものである。この練習法を実際の会話の授業で使用し、どの程度の時間を口頭練
習に割けるかを測定したところ、授業時間の2／3を口頭練習に使うことができた。以上
の考察から、新型パターンプラクティスは、会話の授業に有効な練習法であると結論づ
けることができる。
　注
1）白畑他，2002，p．225．
2）田崎，1995，p．61．
3）田崎，1995，p．61．
4）白畑他，2002，p．225．
5）白畑他，2002，p．225．
6）井上他，2001，pp．71－2
7）ここでテープ交換を行った。テープ交換に費やされた時間は記録に含まれていない。
8）この複合過去の学習には発音練習が含まれていなかったが、他の項目の学習には発音練習が含まれ
　ている場合もあるので、項目としてたててある。
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付録教材
II．複合過去（2）応用
II⊥　昨日M・　PoUierの家で行われたパーティーで殺人事件がありました．まず（）の中に，下
　線の動詞の過去分詞を書きましょう一．（不規則活用は巻末活用表を参照）
（1）血chez　M．　Pottier
　（　　）
「：　o
轡
●　　　　　　．　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　●●…　●●　　　　　　　・■●■●●，
（2）alriver（　　　　　）
M．Martin　5：00』
Mme　L60n　5：10
M．et　Mme　Carton　5　20
（3）entrer　dans　le　salon（
M．M5：10
Mme　L　5：20
M．　et　Mme　C　5　30
）
（4）sortir　du　salon（
M．MlO：00
Mme　L　10：10
M．et　Mme　C　10：20
） （5）partir　　　　く．
　（　　）
M．M10：10
Mme　L　10：20
M．et　Mme　C　10　30
「o♂　　o
ンー一’一一
（6）rentrer（　　）
M．M11：00
Mme　L　11：10
M．et　Mme　C　11　20
??
II．2．　M．　Martin，　Mme　L60n，　M．　et　Mme　Cartonは容疑者です．モデル文にならい，　H．1．の絵（2）
　に関する容疑者たちの発言を書きましょう．
　モデル文　M．Maninの発言：Je　suis　arr　iv6　a　5　heures．
　　　　　　Mme　L60nの発言：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
M．et　Mme　Cartonの発言
II．3．名探偵Boirotが，容疑者たちに質問しています．　H．1．の絵を見ながら練習しましょう．
　M．Martinへの質問が終わったら，　Mme　L60n，　M．　bt　Mme　Cartonにも質問しましょう．　iム
区Σ≡コβ・ir・t’
ルf，Martin　tt
Boirot　：
M，ルfartin，
On　sait　que　vous　etes　a116　chez　M．　Pottier．
Aquelle　heure　est－ce　que　vous　etes　arriv6？
Je　suis　arriv6註5heures．
Aquelle　heure　est－ce　que　vous　etes　entr6　dans　le　salon？
Je　suis　entr｛≦dans　le　salon　ti＿＿（続ける）
（本学非常勤講師）
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